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社会福祉法人滝上福祉会  防火管理規程 

 

（目 的） 

第１条 この規程は、社会福祉法人滝上福祉会が設置する福祉施設、特別養護老人ホーム渓樹園、

ケアハウスアイビーハイツ及び渓樹園デイサービスセンター（以下「施設」という。）における

防火管理について、消防法（昭和２３年７月２４日法律第１８６号）第８条及び老人福祉施設

最低基準（昭和４１年厚生省令第１９号）第８条に基づき必要な事項を定め、火災、その他の

災害による人的、物的被害を軽減することを目的とする。 

 

（総 括） 

第２条 施設長は、施設の災害予防に関する管理事務を総括するとともに、職員を指導監督して

その万全を期さなければならない。 

 

（防火管理組織） 

第３条 防火予防の徹底を期するため防火管理者及び火気取締責任者を置く。 

２ 防火管理者は、理事長が職員のうちから有資格者を任命する。 

３ 火気取締責任者は、施設長が職員のうちから適当と認める者を指名する。 

 

（防火管理者の権限及び業務） 

第４条 防火管理者は、次の業務を行うものとする。 

 （１） 消防計画の作成及び変更 

 （２） 消防計画に基づく消火通報及び避難訓練の実施 

 （３） 消防活動上必要な設備の点検及び整備 

 （４） 火気の使用又は、取扱に関する監督 

 （５） 避難又は、防火上必要な構造及び設備の維持管理 

 （６） 各施設の入所者、入居者又は利用者の管理 

 （７） その他、防火上必要な業務 

２ 防火管理者は、次の事項について消防署へ報告、届出等を行うものとする。 

 （１） 消防計画の提出（内容変更に伴なう改正を含む） 

 （２） 建物及び諸設備の設置又は変更（増改築、修繕、模様替え）の事前連絡及び法令に基

づく諸手続き 

 （３） 消防用設備等の点検結果についての報告 

 （４） 消防用設備等の点検及び建築物等の検査並びに教育訓練を行う場合の指導要請 

 （５） 自主防火訓練実施に際しての通知 

 

（火気取締責任者の業務） 

第５条 火気取締責任者は、防火管理者の指導の下に責任区域内において次の業務を行うものと

する。 
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 （１） 火気管理及び火気使用設備器具、消防用設備等の日常における維持管理 

 （２） 災害時における火気使用設備器具等の安全確認とその消火 

 （３） その他防火管理者の補佐 

 

（職員の防火責務） 

第６条 職員は、常に火災の予防に留意し、火気の取扱いにあたっては、次のことを遵守しなけ

ればならない。 

 （１） 火気及び電気器具は、備え付け場所若しくは指定された場所以外で使用してはならな

い 

 （２） 火気器具を使用したときは、終業時に更に消火を確認して、その始末について適確に

交替勤務者に引き継ぐこと 

 （３） 電気器具を使用したときは原則として使用後直ちに電源を遮断することとし、継続し

て使用するため電源を遮断することができないものは、終業時に必ず措置をするか、交

替勤務者にその使用状況を引き継ぐこと 

 （４） 喫煙は、吸いがら入れの備え付け場所で行うこと 

 （５） 防火上危険と認められる箇所を発見したときは、直ちに火気取締責任者又は防火管理

者若しくは施設長に報告すること 

 （６） その他火気の取扱については、火気取締責任者又は防火管理者の指示に従うこと 

 

（夜勤者の責務） 

第７条 夜勤者は、次の事項について遵守しなければならない。 

 （１） 巡視の際、特に居室の火気消滅、常夜灯以外の電源遮断を確認すること 

 （２） 施設内の火災等の発生についてこれを未然に防止するとともに、利用者の平穏を保持

しなければならない 

 

（夜警員の責務） 

第８条 夜警員は、施設内の各施錠箇所の確認をし、防災予防について常に細心周到な注意を払

い、防災上不備な箇所又は異常を発見したときは、すみやかに夜勤者に報告しなければならな

い。 

２ 指定された巡視は確実に行い、使用火気設備の点検・安全の確認をするとともに火災報知機

及び消火器の所在、使用方法を熟知しておかなければならない。ただし、細部については別に

定める。 

 

（非常持ち出し） 

第９条 施設長は重要物件についてあらかじめ非常持ち出し物として指定すると共に、これを表

示させておき火災が発生したときは、入居者等の退避を了してから搬出できるよう準備してお

かなければならない。 
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（非常体制） 

第１０条 昼間において火災等が発生したときの非常体制は別表第１及び第２に定めるところに

より対応することとし、入居者、入居者及び利用者の避難誘導をすべての対応より優先させな

ければならない。 

２ 夜間に火災が発生したときは、直ちに全職員を非常招集することとし、非常体制は別表第３

に定めるところによる。 

３ 非常召集等により出勤した職員は直ちに第１項に定める職務にあたらなければならない。 

 

（規程の適用範囲） 

第１１条 この規程は、施設に出入するすべてのものに適用する。 

 

（準 用） 

第１２条 この規程に、「防火」若しくは「火災」と示している事項は火災以外の災害について準

用するものとする。 

２ 地震・風水害の対応については、別に定める「地震・風水害等災害対応計画書」による。 

 

 

   附 則 

この規程は、公布の日から施行する。（昭和６０年７月２４日全部改正） 

 

   附 則 

この規程は、公布の日から施行する。（昭和６２年８月１日別表第２改正） 

 

附 則 

この規程は、公布の日から施行する。（昭和６３年１２月２３日全文改正） 

 

附 則 

この規程は、公布の日から施行する。 

 

附 則 

（施行期日等） 

この規程は、平成９年４月１日から施行する。 

 

附 則 

（施行期日等） 

この規程は、公布の日から施行する。 

 

附 則 
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（施行期日等） 

この規程は、公布の日から施行する。 



  

別 表  第 １ 

火 災 発 生 時 の 非 常 体 制 
（ 自 衛 消 防 隊  組 織 表 ）  

 

 
管 理 権 原 者 
（ 理 事 長 ） 

消 防 隊 長 

（ 施 設 長 ） 
自衛消防隊の火災発生時の初期消火の 
指揮・指導教育の任務にあたる 

副 隊 長 
（防火管理者） 

隊長を補佐し、隊長不在のときは 
隊長の任務を代行する 

班 長 生 活 相 談 係 長 
副班長 ケアハウス係(事務員) 
 
＊施設内放送及び消防署
への通報 

＊到着した消防車の誘導 

連 絡 ・ 通 報 班 

班員 
 
 デイサービス係(生活相談員)  
給食係（栄養士） 

消 火 ・ 危 険 物 措 置 班 

班 長 生活相談係主任 
副班長 デイサービス係(運転技術員) 
 
＊初期消火のほか、電気・
ガス・油等の安全措置 

（特養・ケア・デイ共通） 

班員 
 
 管理係（事務員） 
給食係調理主任 
ケアハウス係(調理員) 

 デイサービス係(調理員) 

避 難 ・ 誘 導 班 

班 長 介護係 主 任 
副班長 ケアハウス係(生活相談員)  
 
＊入所者・利用者・入居者
の避難・誘導及び介助と
避難者の確認 

（特養・ケア・デイ共通） 

班員 
＊特養 正面玄関 
  生活相談係主任 
 介護係     １５ 

  管理係(運転技術員)  １ 
＊特養 非常口 
  介護係主任 
  介護係     １５ 
  給食係(調理員)  １ 
＊ケアハウス 避難口 
  ケアハウス係   ３ 
＊デイ、ショート 避難口 
  デイサービス係  ６ 

救 護 班 搬 出 班 

班 長  保 健 係 
 
 
＊負傷者の応急手当、救急
車等の要請 

（特養・ケア・デイ共通） 

班員 
 保健係 
 デイサービス係(看護職員) 
 
（ 医  師 ） 

班 長 管理係（事務員） 
副班長 生活相談係主任 
 
＊重要書類の非常持出、監視 
（特養・ケア・デイ共通） 

班員 
給食係栄養士 
ケアハウス係(事務員) 
デイサービス係(介護職員) 



  

別表１～附表 

 

 ※別に作成（緊急連絡網） 



  

別表第２ 

 

休日における自衛消防活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※自衛消防隊長代行 

    施設長（隊長又は副隊長）が来るまでの間、全般の指揮をとる。

 

 

通報 

 

連絡 

介 護 係 

ケアハウス係 

(夜勤介護係Ａ) 

１ 火災報知器その他により、火災を覚知した場合の

通報連絡は「自動通報装置」により火災報知器に連

動して行われる。（通報連絡順位は別表による） 

２ 非常放送により、出火場所及び避難経路等を園内

に放送する。 

３ 到着した消防車の誘導、火災避難状況の報告を行

うこと。 

 

 

避難 

 

誘導 

介 護 係 

保 健 係 

給 食 係 

ケアハウス係 

(夜勤介護者Ｂ) 

(夜 警 員) 

近 隣 職 員  

１ 消防署からの自動通報装置への逆信に応答、状況

(火災検知場所、火災確認の有無等)を説明するこ

と。 

２ 入所者・入居者に対して 無用な不安を抱かせな

いよう言動に注意し、混乱防止に万全を期すこと。 

３ 火災発生場所から判断し、避難方向経路等を明確

に指示すること。 

４ 消防車が到着した場合は未避難者の状況等につ

いて報告すること。 

 

 

初期 

 

消火 

介 護 係 

給 食 係 

ケアハウス係 

(夜勤介護係 ) 

(夜 警 員) 

近 隣 職 員  

１ 火災を覚知した場合は、直ちに出火場所に急行

し、延焼拡大防止を主眼とした初期消火活動に全力

をあげること。 

２ 消防車が到着した場合は、消防隊に引継ぎ、消防

活動に必要な情報の提供に努めること。 

発 見 者 

（火災報知器作動） 

隊 長 代 行  

全 般 指 揮  

自動通報装置作動（消防署からの逆信に応答） 

招集した職 員  

誘導・介護搬送 

〈
介
護
係
（
副
）
主
任
・
ケ
ア
リ
ー
ダ
ー
〉 

消

防

隊

長

代

行

 



  

別表第３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※注 意 事 項  

  １．夜間における自衛消火活動の係別担当任務は、別表第２の担当区分の( )を適用する。 

  ２．発火場所により避難経路と防火扉の閉鎖、誘導方法に注意のこと。 

  ３．煙を吸い込ませないため、タオル等を口にあてる。 

  ４．仮避難場所は、ホール（機能回復訓練室）又は西側非常口とする。 

  ５．避難誘導にあたっては、あらかじめ指定した入所者協力員にも協力を願う。 

  ６．火煙は廊下を走るため、防火扉、排煙窓を開け、居室の窓も同時に開けるようにする。 

  ７．窓から避難させる場合、布団、毛布等を投げ、その上に出てもらうようにする。 

  ８．通報により駆け付けた職員、消防関係者、地域の協力者に避難先を告げ救出依頼する。 

  ９．ストレッチャー、ベッドは廊下では混雑するので特に注意のこと。 

10．非常招集された職員等は、すでに消防車が敷地内で消火活動又救出活動を行っているこ

とが予想されるので、車で駆け付けた時は構内立入禁止となるので、あらかじめ置場所

を考えておくこと。

火災発見（現場確認） 

夜勤介護係Ａ 

避 難 誘 導 

夜勤介護係Ｂ 夜 警 員 

夜間における自衛消防活動 

火災報知器作動（屋内消火栓） 

ベ   ル 

連動して自動通報措置起動 

（非常招集連絡網） 

消防署からの自動通報 

装置への逆信に応答、 

状況説明(火災検知場所 

確認の有無等) 

非常口開放 

（正面及び各非常口） 

消 火 可 能  

（状況判断） 

消 火 不 可 能  

介護係Ａ，Ｂに協力して 

避難・誘導・搬送 

初期消火活動 

（鎮   火） 

報    告 

（施設長,消防署） 

放送設備で園内周知 

避難誘導(介護搬送) 

（出火場所から近い居室） 

仮避難場所(非常口) 

消防隊長（施設長） 

非常招集できた職員 

近隣協力者 

(施設長の指揮下に入る) 

第１次及び第２次避難場所へ搬送 

介護係Ａに協力して 

初期消火活動 

初期消火失敗 



  

 

 


